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◎墨東病院

〇広尾病院
〇大久保病院
〇大塚病院
〇駒込病院
〇豊島病院
〇荏原病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー
〇東部地域病院
〇多摩南部地域病院
〇小児総合医療センタ ー
〇松沢病院

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴

●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 井石　 秀明

連携をし ている基幹施設病院： 墨東 / 多摩総合

当科では、 後期研修医が身につけるべき 急性虫垂炎や鼡径ヘルニア、 胆石症・ 急性胆嚢炎などの症例が豊富です。 基

本的にこ れら の疾患は、すべて後期研修医が執刀医と し て手術を担当するこ と になり ます。 また、食道癌・ 胃癌・ 大腸癌・

肝胆膵悪性疾患についても 、 各領域の専門医が担当し ていますので、 すべての臓器をローテーショ ンし 、 様々な手術手

技を学ぶこ と が可能です。 3 年のプロ グラ ムの中で、 各臓器チームを 2-3 回ローテート する こ と になり ますので、 step 

by step で指導を受け、 スムーズな skill up が可能なプログラ ムと なっ ています。 当院には ER が併設さ れており 、 外科

でも １ 次から 3 次救急まで対応し ています。 急性腹症、 外傷、 自然気胸などを中心に様々な救急疾患を受け入れていま

すので、 緊急手術なら びにその周術期管理も 習得でき ます。 担当し た救急患者については、 主治医と し て緊急手術から

術後管理まで担当する こ と で、 多く のこ と を 学べます。 また、 3 か月程度 ER に出向し 、 集中的に救急治療を 学んでも

ら う こ と が可能です。 外科専門医取得に必要と なる心臓・ 大血管や呼吸器外科手術も 症例豊富ですので、 当院での研修

だけで必要な症例数を 経験する こ と が可能と なっ ているのも 特徴です。 当科では、 手術手技や周術期管理のみなら ず、

診断にも 力を 入れていますので、 後期研修医には内視鏡検査も 指導し ています。 以上のよう に 3 年間の研修で、 診断・

手術・ 周術期管理につき大き く skill up できる研修プログラ ムを組んでいます。 また、専門医取得も 最短期間で可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 上部消化管 下部消化管 肝胆膵 呼吸器・ 乳腺

 

2 年次 墨東病院 上部消化管 下部消化管

 

3 年次 ER 肝胆膵 呼吸器・ 乳腺 上部消化管

 

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 吉村　 哲規　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

大塚病院外科では、 消化器外科、 乳腺外科、 呼吸器外科、 小児外科と いう 4 つの分野で、 良性疾患から 悪性疾患の手

術までを研修し ていただけます。

胸腔鏡・ 腹腔鏡手術の普及に伴い、 大塚病院外科では、 多く の手術が鏡視下手術で行われており ます。 呼吸器外科手

術は、 ほぼ全例で胸腔鏡下手術を行っ ており ます。 消化器外科では、 虫垂炎、 鼠径ヘルニア、 胆石症と いっ た良性疾患

から 、 胃癌、 大腸癌と いっ た悪性疾患まで、 ほと んど全ての症例で腹腔鏡下手術を行っ ており ます。 後期研修医の方に

も 、 術前に十分な指導・ シミ ュ レ ーショ ンを行い、 初めて経験する手術から でも 腹腔鏡・ 胸腔鏡手術を執刀し ていただ
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き ます。 習熟度に応じ て、 腹腔鏡下虫垂切除術など低難易度手術から 、 腹腔鏡下胃切除術・ 大腸切除術など難易度の高

い手術へ進みます。 術後はビデオカ ンフ ァ レ ンスで指導医から 次回に改善する点を共有し ます。 乳腺外科では、 マンモ

グラ フ ィ ーの読影、 エコ ー・ 生検の手技、 そし て手術、 さ ら には抗がん剤治療までの全てを外科だけで学ぶこ と ができ

ます。 小児医療にも 重点を置いており 、 新生児から 小児まで多く の手術を経験でき ます。 こ のよう に一人ひと り の後期

研修医に幅広い分野で手厚い指導ができるのが、 大塚病院外科の最大の特徴です。 基幹施設での修練では、 当院で十分

な経験が難し い心臓血管外科・ 外傷外科などを経験するこ と が可能です。 当院のプログラ ム修了後は、 東京医科歯科大

学、 日本大学、 東京医科大学、 埼玉医科大学など東京近辺の大学の外科医局への入局の推薦も 可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器外科 小児外科 呼吸器外科 乳腺外科

4 つの分野を適宜ローテート し チームの一員と なり 、 各分野の周術期管理と 手術全体の流れを習得。 低難易度手術は全例後
期研修医が執刀。

2 年次 墨東病院 消化器外科 小児外科

基幹施設の 6 か月間で、 当院で経験不可の心臓血管外科などを経験。 2 年目のローテート では中難易度手術の執刀まで進
み、 専門分野の選択に入る。

3 年次 呼吸器外科 乳腺外科 自由選択 自由選択

3 年次の後半では自身で決めた専門分野を自由選択し 、 より 難易度の高い手術へ進みます。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 脊山　 泰治

連携をし ている基幹施設病院： 墨東 / 多摩総合

がん専門病院で最先端の癌治療を学びながら 、 外科専門医を取得するこ と ができ ます。 駒込病院は山の手の静かなエ

リ アである文京区に位置し ます。 良い環境で落ち着いて外科医と し ての基本を身につけませんか？

・ 外科専門医を取得でき ます（ 積極的に術者経験を！）

 　 全６ 領域を 3 ヶ 月毎にローテート する中で、 専修医ができ る症例は積極的に術者経験をし ても ら っ ています。 本年

卒業の専修医も 3 年間で症例経験 500 例、 術者経験 200 例と 外科専門医の必修条件を十分ク リ アし ています。

・ がん専門病院における研修のメ リ ッ ト

 　 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科、 呼吸器外科、 乳腺外科の 6 領域が専門領域の治療に専念し ており 、 ロ

ボッ ト 支援手術、 内視鏡外科手術など各領域の最先端手技を学べます。 遺伝子診断、 免疫チェ ッ ク ポイ ント 治療薬も

積極的に導入し ており 、 最先端医療を学べます。

・ プログラ ム制の活用

 　 当院で経験し 難い腹部救急症例、 心臓血管外科症例、 小児外科症例は墨東病院、 多摩総合医療センタ ーなど基幹病

院のローテート や、 プログラ ム内の専門病院で経験し ても ら います。 自由選択枠が 9 ヶ 月あるため、 3 年目は興味の

ある診療科、 サブスペシャ リ ティ ーに繋がる研修など自ら プログラ ムをデザイ ンできます。

・ 学術活動指導体制

 　 学会発表、 症例報告、 論文執筆など経験豊富な指導医が多く 在籍し ており 、 学術活動の機会は多く あり ます。 研修

中に英文報告の執筆指導も 行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 食道外科 胃外科 救急（ 基幹病院） 乳腺外科

1 年次に救急をローテート し ます。

2 年次 呼吸器外科 一般外科（ 基幹病院） 肝胆膵外科 大腸外科

2 年次までに基本 6 領域をローテート し ます。 基幹病院で一般外科研修をし ます。

3 年次 心臓・ 血管外科（ 基幹病院） 自由選択枠

自由選択枠は、 サブスペシャリ ティ ーを見据えた研修デザインが可能です。
小児外科など症例の偏り がある場合はプログラ ム内で経験し てもら います。
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〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

【 理念】 消化器外科領域診療に関わる 最新の知識・ 診療技術を 習得し 、 実践でき る 能力を養いつつ、 こ の領域の学問的

発展によ っ て社会に貢献する こ と 。

【 目標】 日本消化器外科学会専門医取得

【 当院の環境】 消化器外科 4 領域（ 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科） が、 がん診療と し て最先端の医療を 提

供し ており 指導医数も 充実し ているため、 外科専攻医から の研修先と し て評価が高い。

【 研修内容】 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科を 2 年間ローテート し ながら 、 各領域の専門的な手術を 経験し

ます。開腹手術に加え、高難度腹腔鏡手術やロボッ ト 手術のト レ ーニングなど最先端の消化器外科手術を 習得し ます。

【 学術活度】 学会発表、 論文執筆の指導も 積極的に行い、 消化器外科専門医申請に必要条件を ク リ アし ます。

 

当科は新臨床専門医制度乳腺外科専門医カ リ キュ ラ ムの基幹施設。 診断では日本乳がん検診精度管理中央機構の読

影認定医が指導し ている。 手術症例数は乳癌の手術が年間 500 例程、 生検数も 400 例程あり 、 こ れを 10 名の乳腺専

門医が診療、 教育指導を 担当し ている 。 薬物療法では自診療科内で化学療法・ ホルモン 療法・ 分子標的治療を 扱っ て

おり 、 数多く の治験・ 臨床試験の参加実績を 有し ている 。 遺伝子診療はカ ウン セリ ン グ、 遺伝学的検査、 サーベイ ラ

ン ス、 リ スク 低減手術から ガイ ド ラ イ ン の作成に至る まで全般の診療と 教育を 診療科内の複数の遺伝性腫瘍専門医が

担当し ている 。 形成外科・ 病理科と は定期的なカ ン フ ァ レ ン スを 行い、 短期間のロ ーテート を 通じ て乳腺外科専門医

教育課程に不可欠な履修を 行っ ている 。

●　 豊島病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 飯田　 聡

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

※プログラ ム内容、 詳細は東京医師アカ デミ ー　 都立墨東病院外科　 専門研修プログラ ムを参照

豊島病院外科は東京医師アカ デミ ーの外科基幹病院・ 墨東病院外科プログラ ムの連携施設と なっ ています。

呼吸器外科、 心臓血管外科、 小児外科医はおり ませんが、 消化管（ 食道、 胃、 大腸）、 肝胆膵、 乳腺外科の各専門医が

在籍し ており 、 専門的な診療を行っ ています。

外科手術件数は年間約 800 ～ 900 例で、 初期研修医、 外科専攻医の皆さ んも 能力に応じ て多数例の手術の執刀や処置

を経験するこ と ができます。 手術以外にも 内視鏡検査や PEG、EMR、ESD、EST などの内視鏡的治療、PTCD、CT 下ド レナー

ジや神経ブロッ ク 等の IVR 、 DMAT チームを中心に医療救護班活動や大規模災害訓練などの災害医療にも 外科医が積極

的に取り 組んでいます。 当院では “断ら ない救急 “をモッ ト ーに、 二次救急指定病院と し て救急医療にも 積極的に取り 組

んでいます。 若い医師には忙し く はあり ますが、 多数例の手術症例を経験するこ と ができ大変勉強になると 思います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 外科 救命センタ ー /ER 研修

4 月 -12 月では自院での一般消化器外科・ 乳腺外科の一般的な基礎研修を行う 。 自院では初診 + 再診外来を週に 1 回担当。
3 か月救命センタ ー /ER の研修を行う 。

2 年次 外科 胸部外科

豊島病院での一般消化器外科・ 乳腺外科の一般的な研修を行う 。 3 か月の胸部外科研修、 小児外科研修を行う 。

3 年次 外科 外科（ 駒込病院） 外科

3 年次では自院と 連携施設での研修を行い、 サブスペシャリ ティ に関連し た専門性のより 高い研修を行う 。

プロ グラ ム責任者： 肝胆膵外科　 脊山　 泰治　 　 プログラ ム研修期間： 3 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科（ 乳腺）　 有賀　 智之　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年乳腺外科

新専門医制度
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●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 吉利　 賢治

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

外科研修プログラ ムは、 墨東病院を基幹と し 、 当院は連携施設と し てプログラ ムに参加し ます。 し かし 連携施設の採

用でも 、 当院で研修できない領域を基幹施設での研修で補う 形で、 専門医の取得が可能と なり ます（ 基幹病院での研修

は最低 6 か月は必要です）。 当院の外科には、 消化器・ 一般外科、 呼吸器外科、 乳腺外科があり ます。 消化器・ 一般外

科は年間手術数約 400 例、 地域医療の中核病院と し て急性虫垂炎、 痔核、 各種ヘルニア、 胆石症などの外科研修の初期

に経験すべき 低難度手術症例から 、 消化管穿孔、 急性胆のう 炎などの緊急手術、 胃癌、 大腸癌と いっ た消化管悪性腫瘍

の手術、更には肝胆膵癌などの高難度手術に対し ても 積極的に取り 組んでいます。呼吸器外科は年間約 40 例で胸部外傷、

血気胸などから 転移性、 原発性肺がんなど、 乳腺外科は年間約 60 例、 乳腺腫瘍を 中心に手術を行っ ています。 当院は

あまり 専門に特化し た病院ではなく 、 多く の症例を扱う 市中病院であり 、 そのため若手医師が外科研修を始める病院と

し ては最適の施設ではないかと 自負し ています。 当院での手術の半数以上は外科経験 4 年以下の若手医師が術者と し て

行っ ており 、 多く の手術を経験するこ と ができ ます。 大人数の外科ではないですがスタ ッ フ は皆、 各分野の指導医、 専

門医資格を有し 、 外科の基礎から マンツーマンで指導する体制をと っ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器・ 一般外科

虫垂炎、 ヘルニア、 痔核、 胆石などの低難度手術を対象に術者と し て多数の症例を執刀し 、 外科の手術手技の基礎を学ぶ。
症例報告などの学会発表も 経験する。

2 年次 乳腺外科 呼吸器外科 墨東病院

外科専門医取得に必要な様々な分野の症例を経験する。 当院では経験できない疾患は基幹病院ローテート で経験し てもらう 。

3 年次 消化器・ 一般外科 呼吸器外科 消化器・ 一般外科

外科専門医取得に必要な症例数を確保し ているこ と を再確認する。 外科専門医に続く サブスペシャ ルティ の希望にも 配慮し
てし てローテート さ せる。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院外科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 外科　 髙橋　 道郎　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 東部 / 小児総合 / 島し ょ 等

　 　 　 　 　 　 　 獨協医科大学埼玉医療センタ ー / 国立がん研究センタ ー中央病院 / 島し ょ 等

基幹施設は墨東病院で、 都立・ 公社 7 病院と 連携し ています。 外科研修で必要な領域すべてを網羅し 、 東京都の色々

なエリ アを含んでいます。 本プロ グラ ムの目的は以下の通り です。

（ １ ） 手術ができ る外科医を育てる

外科専門研修の時期に一番大事なこ と は、 と にかく 手術を 多く する こ と です。 本プロ グラ ムでは、 3 年間で術者を

少なく と も 200 例以上経験する こ と を 目指し ます。 外科専門医の最低必要経験症例 350 例、 術者経験数 120 症例を、

短期間のう ち に経験でき ます。

　 　 ＃ 2023 年卒業の外科専修医： 経験症例約 590 例、 術者経験約 270 例／ 3 年間

（ ２ ） 研究発表、 論文発表も 積極的に指導

学術活動は、 手術と 同様に臨床医と し て必要不可欠なも のであり 、 外科専門研修の時期に学んでおく べき も のです。

本プロ グラ ムでは、 研究発表、 論文発表のスキルを経験豊富な指導医が、 積極的に指導し 、 研修に必要な 20 単位を 大

き く 上回る業績を 達成し ます。

　 　 ＃ 2023 年卒業の外科専修医： 全国学会での研究発表 6 件、 和文論文発表 1 件、 合計 92 単位／ 3 年間

（ ３ ） サブスペシャ リ ティ ーに繋がる 研修

基幹病院、 連携病院を含めて、 消化器外科、 心臓血管外科、 呼吸器外科、 小児外科に加え、 内視鏡外科、 肝胆膵外科、

研修コ ース

モデル



外
　
科

外科研修の特徴

34

乳腺外科などすべての領域で最前線の医療を 行っ ている ため、 外科専門医を 取得の上、 希望のサブスペシャ リ ティ ー

領域に繋がる 研修をするこ と ができ ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般外科 上部消化管外科 救命／ ER 研修 乳腺外科

3 ヶ 月毎に 1 年次に習得すべき領域を研修し ます。

2 年次 下部消化管外科 肝胆膵外科 胸部外科研修 駒込病院

2 年次で必要経験症例数達成を目指し ます。

3 年次 上部消化管外科 上部消化管外科 大塚病院 肝胆膵外科

専門科やサブスペシャ リ ティ ーにつながる研修を選択できます。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

外科専門医を 既修得の者がサブスペシャ リ ティ ーと し て消化器外科専門医を 取得する ための研修プロ グラ ムです。

がん診療を主に研修するコ ースですが救急や良性疾患を含めた消化器外科領域の全域を幅広く 研修でき る コ ースです。

 専門研修期間は 3 年で基本的に 6 か月ごと の単位で上部、 下部、 肝胆膵を ローテイ ト し 消化器外科専門医取得に必

要な手術症例を経験し ます。 研修状況や希望に応じ てアレ ンジは可能です。

近年、 がん手術の多く は鏡視下に行われていますが、 鏡視下手術練習のための共用のド ラ イ ボッ ク スも あり 、 随時

使用が可能です。 手術支援ロ ボッ ト ダヴィ ン チが導入さ れ、 外科では胃癌、 直腸癌手術が施行さ れており ます。 膵手

術でも 施行準備を 進めています。  

呼吸器外科専門医なら びに、 関連学会専門医の取得に必要な知識の取得、 術者・ 助手の手術経験、 学術活動を 目標

と する 。 東京都立墨東病院呼吸器外科における 豊富な手術症例 （ 年間 250 例以上； 肺癌だけでなく 、 気胸などの嚢胞

性肺疾患、 肺感染症に対する 手術、 外傷など） を 用い専門医取得の修練を 行う 。 術式に関し ては基本と なる 開胸手術

のほかに、 胸腔鏡下手術、 ロ ボッ ト 支援胸腔鏡下手術の修練を 行う 。 学術活動に関し ては、 国内外の基本と なる 学会

への参加なら びに発表、 論文作成、 等を 行う 。 修練機関は２ 年間と し 、 墨東病院１ 年、 連携施設半年から １ 年での呼

吸器外科研修を 予定し ている 。 平行し て学位 （ 医学） 取得も 視野に入れ、 大学と の連携 （ 大学院入学、 共同研究など） 

を 行っ ていく 予定である。

心臓血管外科専門医取得に必要な知識の取得、 術者・ 助手の手術経験、 学術活動を 目標と する 。 ①基本的な疾患の

診断と 病態評価を 行い、 治療の適応 ･ 方針について正確な判断力を身に付ける。 ②基本的手技 ( 大腿動脈の露出等 ) に

習熟し 、 高度な手技 ( やや複雑な弁膜症や腹部・ 胸部大動脈瘤等、 心停止下冠動脈バイ パス等の助手、 単弁置換術等

比較的単純な開心術の術者、技量に応じ 急性大動脈解離手術等などの術者 ) を 段階的に習得する。 ③救命救急セン タ ー

と の連携で心臓大血管緊急症例への治療プロ セスを 身に付ける 。 ④上級医指導の元、 地方会 ･ 全国学術総会等での発

表を 年 1 回以上、 論文作成を 積極的に行う 。 ⑤接遇､ 多職種と のコ ミ ュ ニケーショ ン の重要性を 理解 ･ 実践し 、 複雑

な病態を呈する患者への適切な IC を行い、 対応力を身に付ける 。

乳腺外科専門医と は乳癌の診断と 手術を 含めた治療を専門と し 、資格認定試験を 経て認定さ れる サブスペシャ ルティ

です。 外科専門医プロ グラ ムの基幹病院は墨東病院であり 各外科分野のほと んどを 有し ている ため、 院内で豊富な症

例を 短期間で経験でき 、 速やかに外科専門医を 取得し 乳腺外科専門医研修に移行する こ と が可能です。 当院乳腺外科

では乳癌だけでなく 乳腺炎や良性腫瘍など幅広い乳腺疾患を 取り 扱っ ており 、 豊富な手術を 経験する こ と が可能です

（ 年間約 200 件）。 サブスペシャ リ ティ 領域の基幹病院と なる 駒込病院と 連携し 、 幅広い経験を 積みながら 乳腺外科専

門医カ リ キュ ラ ムを 3-5 年で行います。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 外科　 真栄城　 剛　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器外科　 江花　 弘基　 　 プログラ ム研修期間： 2 年呼吸器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 心臓血管外科　 由利　 康一　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年心臓血管外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科　 髙濵　 佑己子　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 5 年乳腺外科

新専門医制度
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 都立多摩総合医療センタ ー施設群外科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 外科　 森田　 泰弘　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 駒込 / 多摩北 / 多摩南 / 小児総合 / 松沢 / 島し ょ 等

外科専門医を取得するための研修プログラ ムが主体です。がん診療を重点的に研修するために、駒込病院を長期にロー

テーショ ンするこ と も 可能です。 また心臓血管外科を目指すために、 心血管外科の研修期間を長く するなど、 目的に応

じ て研修内容を調整するこ と ができ ます。 専門研修期間は 3 年で、 基幹病院または連携施設群のいずれかに所属し 研修

を 行います。（ どち ら も 最低 6 か月ローテーショ ン する こ と が規則になっ ています。） 3 年間で一般外科 /救急 /消化器

/呼吸器 /乳腺・ 内分泌 /心・ 血管 /小児などの分野を 原則 3 ケ月を 単位と し てロ ーテート し 、 分野毎に集中的に研修

を 行います。 手術経験数は、 平均する と 術者 200 例程度、 助手 300 例程度です。 多摩総合医療セン タ ーでは、 手術動

画を 院内 LAN から 視聴でき、 手術の予習・ 復習が可能です。 また内視鏡手術練習のための共用のド ラ イ ボッ ク スも あ

り 、随時使用が可能です。 また平成 30 年より 手術支援ロボッ ト ダヴィ ンチが導入さ れ、外科では胃癌、直腸癌、膵腫瘍、

肝腫瘍が施行さ れています。 希望があればシミ ュ レ ータ ーなどで練習するこ と ができ ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 乳腺外科 Ｅ Ｒ ・ 救命センタ ー 血管外科 肝胆膵外科

 

2 年次 下部消化管外科 下部消化管外科 上部消化管外科 連携施設

 

3 年次 連携施設 小児外科 上部消化管外科 肝胆膵外科

 

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

消化器外科専門医は、 基本領域である 外科専門医に直結する 6 つのサブスペシャ リ ティ 領域の一つで、 消化器外科

領域の診断、 手術、 周術期管理などにおいて標準的外科診療を 担える 医師と 定義さ れている 。 専門医獲得の要件と し

ては、 外科専門医修練開始よ り 300 例の手術件数と 中・ 高難度手術の術者 50 例と なっ ている が、 当院では年間 1000

例以上の消化器外科関連手術を 施行し 、 消化器外科学会指導医 4 名、 専門医 5 人の指導体制を と っ ており 、 十分な研

修をう ける こ と ができ る。研修は上部消化管、下部消化管、肝胆膵の 3 つの診療班を ローテーショ ン する 形で行われる。  

呼吸器外科専門医は外科専門医から つながる サブスペシャ リ ティ 領域の一つで 、 最短卒後 8 年目までに呼吸器外科

手術の術者 60 例およ び助手 120 例の経験を 積み重ねて専門医取得を 目標と し ます。 当院における 年間 150 余例の手

術症例およ び研修基幹施設である 東京女子医科大学病院と の連携によ り 幅広い呼吸器外科修練を行う こ と が可能です。

本コ ースは多摩地区を 中心と し た東京都内の 6 施設で構成さ れた杏林大学心臓血管外科を 中心と し た「 多摩武蔵野

あんずグループ」 に所属し 、 グループ全体で修練医 22 名、 心臓血管外科専門医 41 名で構成さ れる 修練施設群を 形成

し ている 。 科の特性上 1 施設で心臓血管外科全分野を 経験する こ と が難し いこ と から グループ内の連携施設全体での

研修プログラ ムを 受けるこ と によ り 、 規定期間内に専門医試験資格および必要な経験を習得する。

単独型は卒後 6 年目よ り 3 年間の研修ののち 、 最短で卒後 9 年目で心臓血管外科専門医試験に対する 受験資格を 獲

得する。 また、 基本領域である 外科から の連動研修も 認めら れている 。 心臓血管外科修練期間は 3 年以上 9 年以下で

あり 、 修練終了後 5 年以内に専門医資格獲得が規定事項と なっ ている。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 消化器・ 一般外科　 森田　 泰弘　 　 プログラ ム研修期間： 2 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器外科　 小原　 徹也　 　 プログラ ム研修期間： 5 年呼吸器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 心臓血管外科　 久木　 基至　 　

プロ グラ ム研修期間： 3(～5)年（ 非連動研修者）、2(～5)年（ 連動研修１ 年修了後）、1(～5)年（ 連動研修２ 年修了後）心臓血管外科

新専門医制度
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●　 東部地域病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 北島　 政幸

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

診断と 技術並びに手術前後の管理など、 一般外科診療に関する総合的な知識と 技量を修得し た医師を育成し 、 地域医

療に貢献するこ と を目標と し ています。 また、 日本外科学会専門医受験資格の取得も 目標のひと つと し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器外科・ 一般外科（ 乳腺外科含む）・ 小児外科

　

2 年次 ER/救命救急研修（ 基幹施設） 基幹施設 呼吸器外科 心臓血管外科（ 連携施設）

　

3 年次 消化器外科・ 一般外科（ 乳腺外科含む）

　

研修コ ース

モデル

（ 駒込病院外科 消化管吻合実習）

（ 豊島病院 外科手術の様子）


